
大気環境分析 

発生源解析（PMF法） 

ClPAHsの合成を確立 

＜２塩素置換：ラジカル反応 
＞３塩素置換：求核置換反応 
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大気ClPAHs濃度に地域特性・季節変動・粒径特性 
   ⇒ 特有の生成機構・発生源が存在 

簡便な塩素化PAHsの合成法を確立 

ClPAHsの発生源寄与率：
燃焼系が約80% 

大気ClPAHsの発生源寄与を初めて解明  
   ⇒ PAHsとは異なる発生源の寄与率 

ClPAHsの光化学反応 

+  Cl- 

塩素イオン存在下、PAHを光照射
することでClPAHが生成 
⇒ 大気ClPAHsの寄与は低い 

冬季燃焼 

二次生成 
工場・自動車 

鉄鋼業等 

バイオマス燃焼等 
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